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MapInfo ユニバーサル 
トランスレータ ユーザーズ 
ガイド
MapInfo ユニバーサル トランスレータは、MapInfo 形式のファイルをいくつか

の異なる空間データ フォーマットに変換したり、いくつかのフォーマットを

MapInfo .TAB ファイルに変換したりします。ユニバーサル トランスレータ

は、通常、MapInfo Professional の [ツール] メニューのツールとして動作します

が、MapBasic ウィンドウで別の言語プログラムを使って、またはバッチ ファ

イル モードで、手動で実行することもできます。このユーザーズ ガイドで

は、この 2 つのプロセスについて詳しく説明します。

メモ ESRI ArcSDE、ESRI Personal Geodatabase (*.MDB)、USGS Spatial 

Data Transfer Standard (*.CATD.DDF)、VPF NIMA/NGA (*.FT) など、

他のユニバーサル形式のデータを使用する場合は、MapInfo

Professional のユニバーサル データ オプションを使用してください。

このガイドの構成

� MapInfo ユニバーサル トランスレータの概要  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4
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MapInfo Professional 内からのトランスレータの使用
MapInfo ユニバーサル トランスレータの概要

ユニバーサル トランスレータは、以下のファイル フォーマットを MapInfo .TAB および .MIF¥.MID

ファイルに変換できます。

• AutoCAD DWG/DXF 

• ESRI ArcInfo Export (E00) 

• ESRI Shape ファイル (SHP)

• MicroStation Design (DGN)

• Spatial Data Transfer Standard (SDTS) 

• Vector Product Format (VPF)

ユニバーサル トランスレータは、MapInfo .TAB および .MIF¥.MID ファイルを、以下のフォーマッ

トに変換できます。

• AutoCAD DWG/DXF 

• ESRI ArcInfo Export (E00) 

• ESRI Shape ファイル 

• MicroStation Design 

MapInfo Professional 内からのトランスレータの使用

MapInfo Professional で作業中の場合は、ユニバーサル トランスレータを用いてファイルを既存の

フォーマットから MapInfo .TAB または .MIF/.MID 形式へ、あるいは .TAB ファイル形式から他のベ

クトル形式へと変換することができます。

ツール マネージャへのユニバーサル トランスレータの読み込み

ユニバーサル トランスレータは、MapInfo Professional に自動的に読み込まれます。[ツール] > [ユ

ニバーサル トランスレータ] > [ユニバーサル トランスレータ] を選択することにより、これにアク

セスすることができます。読み込まれていない場合は、[ツール] メニューにより手動で再読み込み

する必要があります。
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第 1 章: MapInfo ユニバーサル トランスレータ ユーザーズ ガイド
[ツール マネージャ] メニューにユニバーサル トランスレータを読み込む方法

1. MapInfo Professional のメイン メニューで、[ツール] > [ツール マネージャ] を選択します。[ツー

ル マネージャ] ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [ツール] リストをスクロールし、次のいずれかの操作を行います。

• ユニバーサル トランスレータがリストにない場合は、ステップ 3 へ。

• ユニバーサル トランスレータがリストにある場合は、そのエントリまでスクロールし、

ステップ 7 へ。

3. [ツール追加] ボタンをクリックし、[ツール追加] ダイアログ ボックスを表示します。

4. [説明] フィールドに「ユニバーサル トランスレータ」と入力します。

5. [場所] フィールドの隣にある  ボタンをクリックします。[MapBasic プログラム選択] ダイア

ログ ボックスを用いて、インストール ディレクトリの下の ¥UT フォルダでMUT.MBX ファイ

ルを検索します。ファイルを見つけたらそれを選択し、[開く] をクリックします。

6. [OK] をクリックして、[ツール マネージャ] ウィンドウにユニバーサル トランスレータを追加

します。

7. 現在のセッションの間だけユニバーサル トランスレータを読み込む場合は、[読み込み] フィー

ルドのチェック ボックスをオンにします。MapInfo Professional を開くたびにユニバーサル トラ

ンスレータが読み込まれるようにするには、[自動読み込み] チェック ボックスをオンにしま

す。両方のチェック ボックスを同時にオンにすることができます。

8. [OK] をクリックして、エントリを保存します。
ユーザーズ ガイド 5



MapInfo Professional 内からのトランスレータの使用
ユニバーサル トランスレータの使用

ユニバーサル トランスレータを実行するには、次のようにします。

1. [ツール] > [ユニバーサル トランスレータ] > [ユニバーサル トランスレータ] を選択して [ユニ

バーサル トランスレータ] ダイアログ ボックスを表示します。

2. [ソース] ボックスの [フォーマット] のドロップ ダウン リストを使用して、フォーマットのリ

ストを表示し、変換するデータセットのソース形式を選択します。

入力データセットのフォーマットが MicroStation Design である場合は、[設定] ボタンが有効に

なります。このボタンをクリックし、[デザイン ファイル入力設定] ダイアログ ボックスを表示

します。適切な座標単位を選択します。

3. 変換するファイルの名前を入力するか、  を選択してソース ファイルを検索し、[開く] をク

リックして [ユニバーサル トランスレータ] ダイアログ ボックスに戻ります。

メモ [AutoCAD] を選択した場合、トランスレータはデフォルトで DWG フォーマットを使用

します。

[フォーマット] のドロップ ダウン リストから AutoCAD ファイル、ArcInfo ファイル、Shape

ファイル、MicroStation Design ファイル、または Vector Product Format ファイルを選択した場

合、[投影法] ボタンが有効になります。このボタンを使用して、[投影法の選択] リストを表示

し、入力ファイルに対して特定の投影法を設定します。

[投影法の選択] リストに表示される投影法ファイルは、MapInfo の投影法の MAPINFOW.PRJ

ファイルから取得したものです。適切な投影法エントリがリストにない場合は、対応するカス

タム投影法エントリをこのファイル内に事前に作成しておくことができます (詳細については

『MapInfo Professional ユーザーズ ガイド』を参照)。不適切な投影法を選択すると、正しい結

果が得られない場合があります。入力ファイルでの MapInfo フォーマットへの適切な変換に使

用される投影法/座標系に関して、説明的な情報やメタデータを入手するには、販売店またはこ

のデータの最初の作成者に連絡してください。

メモ ソースとして Shape ファイルを選択すると、[ソースファイルの投影法を使用] チェック

ボックスが追加で表示されます。このチェック ボックスをオンにすると、SHP ファイ

ルと同じディレクトリに *.prj ファイルが存在する場合は、トランスレータは、*.prj

ファイルの中の投影法の設定を探し、それが MapInfo Professional でサポートされている

投影法ならば、それを変換用に使用します。
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第 1 章: MapInfo ユニバーサル トランスレータ ユーザーズ ガイド
4. [出力先] ボックスで、選択したファイルの変換後の形式を [フォーマット] のドロップ ダウン

リストから選択します。

• ArcInfo フォーマットを選択すると、[設定] ボタンが表示されます。このボタンをクリックし

て、変換済みファイル用に [Coverage Precision] および [Compression] オプションを選択します。

• MicroStation Design フォーマットを選択した場合、作成する変換済みファイルのバージョン

番号を選択できます。

メモ ファイルを MapInfo .TAB ファイルに変換する場合、テーブルは、その TAB ファイルに

含まれるデータを使用することが可能な MapInfo Professional バージョンに固有のバー

ジョンで作成されます。

5. [ディレクトリ] フィールドで、変換済みファイルの出力先を入力するか、  をクリックして出

力先の名前およびパスを指定します。

メモ ソース ファイルが MapInfo .TAB フォーマットであり、出力先ファイルが AutoCAD であ

る場合は、[設定] ボタンが表示されます。クリックして [AutoCAD 出力ファイルの設定]

ダイアログ ボックスを表示し、適切な AutoCAD ファイル バージョンをリストから選択

します。また、出力に DWG または DXF のいずれにするかを選択します。

6. ログ ファイルを設定します。ユニバーサル トランスレータは、ログ ファイルを自動的に作成し、

変換プロセスを文書化します。変換に失敗した場合、最初にログを調べて失敗の原因を判断し

ます。

a. このログ ファイルの名前および場所を [ログ ファイルの書き出し] フィールドに入力しま

す。デフォルトの場所は、現在の temp ディレクトリで、ファイル名は mutlog.txt 

(C:¥temp¥mutlog.txt) です。  ボタンをクリックして、このログ ファイルとして別の名前

やパスを選択することもできます。

b. 既存のログ ファイルに追加するには、[ログ ファイルに追加] チェック ボックスをオンにし

ます。これにより、この変換のログ エントリは前のログ エントリの最後に追加されます。

このチェック ボックスをオンにしなかった場合、ユニバーサル トランスレータは前のログ

エントリを上書きします。このステップは省略できます。

メモ 既存のログを表示するには、[ログを表示] ボタンをクリックします。

7. [OK] をクリックして変換処理を開始します。

[ユニバーサル トランスレータ] ダイアログ ボックスの詳細については、次のセクションの 「[ユニ

バーサル トランスレータ] ダイアログ ボックスについて」を参照してください。ユニバーサル ト

ランスレータ ヘルプ システムには、このセクションで説明する他のダイアログ ボックスの詳細が

含まれています。これらの説明により、複雑な変換処理を理解することができます。キーボード

の F1 ヘルプ キーを押すと、アクティブなユニバーサル トランスレータ ダイアログ ボックスに対

するヘルプが表示されます。
ユーザーズ ガイド 7



MapInfo Professional 内からのトランスレータの使用
[ユニバーサル トランスレータ] ダイアログ ボックスについて

このセクションでは、[ユニバーサル トランスレータ] ダイアログ ボックスの各フィールドについ

て詳しく説明します。

ソース形式

[フォーマット] のドロップ ダウン リストを使用して、フォーマットのリストを表示します。変換

するデータセットのソース形式を選択します。入力データセットのフォーマットが MicroStation

Design である場合は、[設定] ボタンが有効になります。このボタンをクリックし、[デザイン ファ

イル入力設定] ダイアログ ボックスを表示します。適切な座標単位を選択します。

• Master

• Sub

• UOR

ファイル

変換するファイルを入力するか、  をクリックして [入力ファイルの選択] ダイアログ ボックス

を表示します。[入力ファイルの選択] ダイアログ ボックスで、ファイルを選択します。[AutoCAD]

を選択した場合、トランスレータはデフォルトで DWG フォーマットを使用します。

ソース ファイルの投影法を使用

このオプションは、Shape ファイル形式を選択した場合に使用できます。このチェック ボックスを

オンにすると、同じディレクトリに Shape ファイルに関連する *.prj ファイルが存在する場合は、

ユニバーサル トランスレータは、その *.prj ファイルから対応する MapInfo Professional 投影法を自

動的に検索し、その投影法で .TAB/.MIF ファイルを作成します。対応する投影法が存在しない場合

は、カスタム投影法エントリを MAPINFOW.PRJ ファイル内に事前に作成しておくことができます

(詳細については『MapInfo Professional ユーザーズ ガイド』を参照)。

このチェック ボックスをオンにしなかった場合、.TAB/.MIF ファイルはデフォルトで一般座標系 

(メートル) で作成されます。[投影法] ボタンをクリックして、変換後の .TAB または .MIF/.MID

ファイルに適用する別の投影法を選択することもできます。

[投影法] ボタン

AutoCAD DWG/DXF、ESRI ArcInfo Export (E00)、ESRI Shape ファイル (SHP)、MicroStation Design

(DGN)、または Vector Product Format (VPF) 形式を選択した場合に使用できます。[投影法の選択] ダ

イアログ ボックスを表示します。変換後の .TAB または .MIF/.MID ファイルに適用する投影法を選

択します。

MapInfo .TAB、.MIF¥.MID、または SDTS 形式のファイルには、座標系に関する情報が含まれてい

るため、これらのファイルを選択した場合は、「ソースから読み込み」と表示されます。Shape

ファイル、AutoCAD、Intergraph、または VPF のファイルを選択した場合は、座標系を指定してくだ

さい。座標系を指定しない場合は、ユニバーサル トランスレータはデフォルトの一般座標系 (メー

トル) を使用します。

メモ 誤った座標系を指定した場合は、エラーが発生するか、またはデータが誤った場所に変換

されたり、まったく変換されなかったりします。ユニバーサル トランスレータは、ある投

影法から別の投影法へと座標を変換することはしませんので、データに対応する投影法が

選択されていることを確認してください。この投影法の情報は、ソース ファイルのメタ

データに含まれているか、その作成者から得ることができます。
8 ユニバーサル トランスレータ



第 1 章: MapInfo ユニバーサル トランスレータ ユーザーズ ガイド
入力ファイルでのMapInfo フォーマットへの適切な変換に使用される投影法/座標系に関して、説

明的な情報やメタデータを入手するには、販売店またはこのデータの最初の作成者に連絡してく

ださい。

 を選択して、[投影法の選択] ダイアログ ボックスを表示します。

分類

[分類] のドロップ ダウン リストから、投影法を選択します。

投影法

[投影法] のドロップ ダウン リストから適切な座標単位を選択します。

出力先形式

変換済みファイルのフォーマットを選択します。

メモ MapInfo .TAB へと変換する場合、MapInfo テーブルは、そのテーブルに含まれる機能や属性

データ (新しい投影法や Date¥Time データなど) を、変換後に開いたり使用したりすること

のできるバージョンで作成されます。

ディレクトリ

変換済みファイルの出力先を入力するか、  をクリックして [ディレクトリの選択] ダイアログ

ボックスを表示し、出力先ファイルの名前とパスを指定します。

ソース ファイルが MapInfo フォーマットであり、出力先ファイルが AutoCAD である場合は、[設

定] ボタンが表示されます。このボタンをクリックして、[AutoCAD 出力ファイルの設定] ダイアロ

グ ボックスを表示し、適切な AutoCAD バージョンを選択します。

ログ 

ユニバーサル トランスレータは、ログ ファイルを自動的に作成し、変換プロセスを文書化しま

す。変換に失敗した場合、最初にログを調べて失敗の原因を判断します。

ログ ファイルの書き出し

ログ ファイルのファイル名と場所を指定します。デフォルトのファイル名は mutlog.txt で、場所

は、Windows システムで設定された、ユーザの一時ファイルディレクトリです。  をクリックし

て、ログ ファイルとして別の名前とパスを指定することもできます。

ログ ファイルに追加

このチェック ボックスをオンにすると、新しい変換によるログ エントリが、以前のログ エントリ

に追加されます。このチェック ボックスをオンにしなかった場合は、新しいログが作成され、以

前のログ エントリは上書きされます。

ユニバーサル トランスレータの使用に関する注意事項

• 正しい結果を得るには、変換するデータが使用するシステムの言語で記述されている必要があ

ります。

• このバージョンは、2 バイト文字セットに対応しています。最新の Shape ファイル形式をサポー

トし、更新された AutoCAD メタファイルおよび Intergraph メタファイルをサポートします。

• ユニバーサル トランスレータは、3 次元の Intergraph DGN ファイルおよび 3 次元の AutoCAD

DWG/DXF ファイルを正式にはサポートしていません。これらのファイルを用いた変換は、予

期せぬ結果となる恐れがあります。

• MapInfo Professional の DXF インポートとは異なり、ユニバーサル トランスレータは、座標変換

を行いません。
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コマンド ラインからのユニバーサル トランスレータの使用
• DWG/DXF から .TAB/.MIF へと変換する場合、ユニバーサル トランスレータは、AutoCAD メッ

シュを変換しません。

• DWG/DXF または DGN を変換する場合、トランスレータは、ラインの色やフォント タイプな

どの表示属性を一致させることはしません。

• ユニバーサル トランスレータは、UNC パスをサポートしません。

• Shape ファイルから .TAB ファイルへと変換する場合、ユニバーサル トランスレータは、空の

フィールドに以下のデフォルト値を設定します。

a. 幅が 1 文字の空の数値フィールドには、0 (ゼロ) を設定します。

b. 幅が 2 文字の空の数値フィールドには、-9 を設定します。

c. 幅が 3 文字の空の数値フィールドには、-99 を設定します。

d. 幅が 4 文字の空の数値フィールドには、-999 を設定します。

e. 幅が 5 文字以上の空の数値フィールドには、-9999 を設定します。

単一のファイルを変換する場合、ファイルの種類によっては変換済みファイルが複数になること

があります。

仮想メモリ:  DWG/DXF への変換、または DWG/DXF からの変換の場合、仮想メモリ不足が生じる

可能性があります。その場合、それを示すエラーメッセージが表示されます。

コマンド ラインからのユニバーサル トランスレータの使用

ここでは、ユニバーサル トランスレータをコマンド ライン モードで実行するための構文とパラ

メータについて説明します。以下に示されているのは、Pitney Bowes Business Insight によってサ

ポートされているテスト済みのパラメータのみです。ここに示されていないその他のコマンド ラ

イン パラメータはサポートしていません。それらのパラメータについては、SAFE Software, Inc に

お問い合わせください。ユニバーサル トランスレータは、SAFE Software を除く、完全な FME ト

ランスレータの構文を使用します。以下の例で使用されているコマンドは、MapInfo Professional で

提供されているユニバーサル トランスレータ GUI から実行できるものと同じ機能を実行します。

MapBasic プログラミング言語における使用例も示されています。

すべての例において、パス名は、各ユーザが使用するシステムに実際に存在するパス名に置き換

えてください。また、ネイティブな .TAB ファイルではなく .MIF ファイルが必要な場合は、コマ

ンド ラインにおいて MAPINFO と記述されている箇所をすべて、.MIF に置き換えてください。

以下のコマンド ライン例では、DOS プロンプトが、実行形式ファイル IMUT.exe が存在するディ

レクトリで起動されていると仮定します。また、実行する各コマンドに対するパラメータはすべ

て、連続した 1 行に記述する必要があります。

変換は、2 段階で実施されます。トランスレータは、以下の処理を行います。

1. 変換を制御するためのセマンティック制御スクリプトまたはマッピング ファイル スクリプトを

作成します。

2. 作成したマッピング ファイルを用いて変換を実行します。

構文に関する重要事項:

• Yes が設定されている箇所には、No を指定してその動作をオフにすることもできます。

• DestDataset は出力先を示し、SourceDataset は入力を読み込む場所を指定します。

• ログ ファイルは、各段階において作成することができます。
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第 1 章: MapInfo ユニバーサル トランスレータ ユーザーズ ガイド
• MapInfo CoordSys 句など引用符に囲まれた文字列は、以下の例に示すように、エスケープ文字

を用いて引き渡す必要があります。

CoordSys Earth Projection 10, 104, ¥"m¥", 0** MapBasic では、特定のマップ単位

を含む CoordSys 文字列を、以下のようにして IMUT に引き渡すことができます。"CoordSys 

Earth Projection 10, 104," + chr$(92) + chr$(34) + "m" + chr$(92)+ 

chr$(34)+ ", 0"** "¥" という文字に対し ASCII 文字コード chr$(92)、引用符に囲まれ

た文字列のエスケープに chr$(34) が使用されています。

コマンド ラインを用いたデータのインポート

このセクションでは、MapInfo Professional に、他のデータ ソース形式のデータをインポートする

方法について説明します。

メモ 重要: 本書では、MapInfo Professional のユニバーサル トランスレータ MBX で使用される機

能のみを取り上げます。このマニュアルに記載されていないコマンド ライン パラメータに

ついては、Pitney Bowes Business Insight Corporation はテストを実施しておらず、したがって

サポートしていません。それらのコマンド ライン パラメータのサポートと、予期せぬ結果

が生じた場合の対処については、SAFE Software, Inc にお問い合わせください。

AutoCAD DWG および DXF 形式のデータのインポート 

コマンド ラインから AutoCAD DWG および DXF 形式のデータを MapInfo .TAB ファイルにイン

ポートするには、以下の手順に従ってください。

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe CFGenerate autocadScan MAPINFO "D:¥test.dwg" "C:¥Temp¥mapping.fme" 

LOG_STANDARDOUT YES LOG_FILENAME "C:¥Temp¥mutlog.txt" LOG_APPEND "NO" --

Source_EXPAND_BLOCKS "yes" --Source_ATTR "autocad_attributes" --Source_ATTRKIND 

"extended_entity_data" --LAYERBASENAME "test" 

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

CFGenerate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド

autocadScan - 入力形式が AutoCAD 形式ファイルであることを示します。

MAPINFO - 出力形式が MapInfo .TAB であることを示します。出力ファイル形式が .MIF¥.MID であ

る場合は、".MIF" を指定してください。

"D:¥test.dwg" - 入力 AutoCAD ファイルのパスとファイル名

"C:¥Temp¥mapping.fme" - セマンティック制御ファイルのパスとファイル名。任意の接頭辞を付け

ることができます。

LOG_STANDARDOUT - 変換中にテキスト ログ ファイルを作成します (Yes または No)。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名 
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コマンド ラインを用いたデータのインポート
LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。

• Source_EXPAND_BLOCKS - デフォルトでは、ユニバーサル トランスレータは、AutoCAD ファ

イルのブロックを展開します (Yes または No)。デフォルトは Yes です。

• Source_ATTR - "autocad_attributes" - AutoCAD 属性の処理 

• Source_ATTRKIND - "extended_entity_data" - AutoCAD ファイル内の拡張エンティティの処理 

• LAYERBASENAME - 作成されるすべての .TAB ファイル名に付ける接頭辞 (オプション) 

メモ ** LAYERBASENAME 引数は、出力されるすべての MapInfo テーブル名に付けられる接頭

辞で、この設定は任意です。通常は、ソースの DWG ファイルのルート名を指定します。

ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" --SourceDataset "D:¥test.dwg" --DestDataset "C:¥output" --

_EXPAND_BLOCKS yes --_ATTRKIND extended_entity_data --_EXTENSION dwg --_BASENAME test --

_FULLBASENAME test MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT "CoordSys Earth Projection 10, 104, 

¥"m¥", 0" 

変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前 

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名 

• SourceDataset "D:¥test.dwg" - 変換する入力ファイルのパスとファイル名 

• DestDataset "C:¥output" - 作成される出力のパスとフォルダ名 

• _EXPAND_BLOCKS - 上述の Source_EXPAND_BLOCKS と同じ (Yes または No)。

• _ATTRKIND - 上述の Source_ATTRKIND と同じ (extended_entity_data)。

• _EXTENSION - 入力形式の拡張子 (DWG および DXF は、有効な AutoCAD 形式の拡張子です)。

大文字小文字は区別されません。

• _BASENAME - 作成される出力ファイルの名前。LAYERBASENAME と同じでもかまいません。

• _FULLBASENAME - LAYERBASENAME と同じでもかまいません。

MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT - オプション パラメータ (省略可能)。出力される 

.TAB¥.MIF¥.MID ファイルに適用する CoordSys 句。IMUT は、異なる座標系/投影法に変換された

データを再投影することはせず、引き渡された CoordSys 句を、出力する TAB¥MIF ファイルに適

用します。指定された CoordSys が変換されるデータに適したものであることを確認してくださ

い。出力 TAB¥MIF ファイルは、デフォルトで、Shape ファイルの *.prj ファイル (同じディレクト

リに存在する場合) に指定された投影法を使用します。CoordSys 句が引き渡されず、.SHP ファイ

ルの *.prj ファイルが存在しない場合は、一般座標系 (メートル) を使用します。

MicroStation DGN 形式のデータのインポート

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe Generate design .MIF "C:¥test.dgn" "C:¥Temp¥mapping.fme" LOG_STANDARDOUT YES --

Source_IGDS_MSLINKS "no" --Source_XPNDCELL "yes" --Source_PRESERVE_CELL_INSERTS "no" --

SourceSPLIT_MULTITEXT "yes" --Source_PROPAGATE "no" --Source_DROP_COMPLEX "no" --

Source_TEXTTAGS "yes" --Source_IN_UNITS "IGDS_MASTER_UNITS" --

Source_USE_LEVEL_NAMES "no" +MERGE_SCHEMAS YES 
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マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

Generate - セマンティック制御ファイルを作成するユニバーサル トランスレータ コマンド

design - 入力形式を MicroStation に設定します。

DGNMAPINFO - 出力形式を MapInfo .TAB に設定します。出力形式が .MIF¥.MID である場合は、

".MIF" を指定してください。

"C:¥test.dgn" - 入力 MicroStation DGN ファイルのパスとファイル名

"C:¥Temp¥mapping.fme" - セマンティック マッピング ¥ 制御ファイルのパスと名前

LOG_STANDARDOUT - 変換に対するテキスト ログファイルを出力します (Yes または No)。

LOG_FILENAME パラメータとともに指定して、ファイルを作成します。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名

LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。

• Source_IGDS_MSLINKS - DGN ファイルの中の MSLINKS をサポートします (Yes または No)。

• Source_XPNDCELL - セル要素を展開します (Yes または No)。

• Source_PRESERVE_CELL_INSERTS - セルの挿入ポイントを保持します (Yes または No)。セル要

素が展開されている場合のみ指定できます。

• SourceSPLIT_MULTITEXT - マルチ テキストを分割します (Yes または No)。デフォルトは Yes です。

• Source_PROPAGATE - チェーン構成要素のリンケージを伝播します (Yes または No)。複雑な要

素を破棄しない場合に適用されます。

• Source_DROP_COMPLEX - 読み込み中に複雑なチェーンを破棄します (Yes または No)。デフォ

ルトは No です。

• Source_TEXTTAGS - ソース ファイルの読み込み時にタグ要素をテキストとして出力します (Yes

または No)。デフォルトは Yes です。

• Source_IN_UNITS - デザイン ファイルから読み込んだすべての FME 座標の解釈方法を制御します。

有効な値は、以下の通りです。

IGDS_MASTER_UNITS - FME 座標の単位は、Master として処理されます。これがデフォルトとな

ります。

IGDS_SUB_UNITS - FME 座標の単位は、Sub として処理されます。

IGDS_UORS - FME 座標の単位は、UOR として処理されます。

ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe C:¥Temp¥mapping.fme --SourceDataset "C:¥test.dgn" --DestDataset "C:¥output" --_XPNDCELL 

yes --_IN_UNITS IGDS_MASTER_UNITS --_EXTENSION dgn --_BASENAME filename --

_FULLBASENAME filename MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT "CoordSys Earth Projection 11, 104, 

¥"m¥", 0" 
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変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名

• SourceDataset "D:¥test.dgn" - 変換する入力ファイルのパスとファイル名 

• DestDataset "C:¥output" - 作成される出力のパスとフォルダ名 

• _XPNDCELL - ステップ 1 の Source_XPNDCELL パラメータと同じ (Yes または No)。

• _IN_UNITS - ステップ 1 の Source_IN_UNITS パラメータと同じ (デフォルトは 

IGDS_MASTER_UNITS)。

• _EXTENSION - 入力ファイル形式の拡張子 (DGN) 

• _BASENAME - 作成される出力ファイルの名前。LAYERBASENAME と同じでもかまいません。

• _FULLBASENAME - LAYERBASENAME と同じでもかまいません。

• MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT - オプション パラメータ (省略可能)。出力される 

.TAB¥.MIF¥.MID ファイルに適用する CoordSys 句。ユニバーサル トランスレータは、異なる座

標系/投影法に変換されたデータを再投影することはせず、引き渡された CoordSys 句を、出力

する .TAB¥.MIF ファイルに適用します。したがって使用する座標系が、変換するデータに適した

ものであることを確認してください。CoordSys 句が引き渡されなかった場合は、出力 .TAB¥.MIF

ファイルは、デフォルトで一般座標系 (メートル) を使用します。

E00 形式のデータのインポート

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe CFGenerate E00 MAPINFO "C:¥temp¥polygon.e00" "C:¥Temp¥mapping.fme" 

LOG_STANDARDOUT YES LOG_FILENAME "C:¥Temp¥mutlog.txt" LOG_APPEND "NO" 

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

CFGenerate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド

E00 - 入力形式を ArcInfo Export 形式に設定します。

MAPINFO - 出力形式を MapInfo .TAB に設定します。出力形式が .MIF¥.MID である場合は、".MIF"

を指定してください。

"C:¥temp¥polygon.e00" - 入力 ArcInfo .E00 ファイルのパスとファイル名

"C:¥Temp¥mapping.fme" - セマンティック マッピング ¥ 制御ファイルのパスと名前

LOG_STANDARDOUT - 変換に対するテキスト ログファイルを出力します (Yes または No)。

LOG_FILENAME パラメータとともに指定して、ファイルを作成します。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名

LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。
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ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" --SourceDataset "C:¥temp¥polygon.e00" --DestDataset "C:¥temp" --

_EXTENSION e00 --_BASENAME polygon --_FULLBASENAME polygon 

MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT "CoordSys Earth Projection 1, 104" 

変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名

• SourceDataset "c:¥temp¥polygon.e00" - 変換する入力ファイルのパスとファイル名 

• DestDataset "C:¥temp" - 作成される出力のパスとフォルダ名 

• _EXTENSION - 入力ファイル形式の拡張子 (.E00) 

• _BASENAME - 作成される出力ファイルの名前。LAYERBASENAME と同じでもかまいません。

• _FULLBASENAME - LAYERBASENAME と同じでもかまいません。

MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT - オプション パラメータ (省略可能)。出力される 

.TAB¥.MIF¥.MID ファイルに適用する CoordSys 句。ユニバーサル トランスレータは、異なる座

標系/投影法に変換されたデータを再投影することはしません。引き渡された CoordSys 句を、

出力する .TAB¥.MIF ファイルに適用します。したがって指定された CoordSys が、変換する

データに適したものであることを確認してください。CoordSys 句が引き渡されなかった場合

は、出力 .TAB¥.MIF ファイルは、デフォルトで一般座標系 (メートル) を使用します。

Shape ファイル形式のデータのインポート

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe CFGenerate SHAPE MAPINFO "C:¥temp¥poly.shp" "C:¥Temp¥mapping.fme" 

LOG_STANDARDOUT YES LOG_FILENAME "C:¥Temp¥mutlog.txt" LOG_APPEND "NO" 

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

CFGenerate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド

SHAPE - 入力形式を ESRI Shape ファイル形式に設定します。

MAPINFO - 出力形式を MapInfo .TAB に設定します。出力形式が .MIF¥.MID である場合は、".MIF"

を指定してください。

"C:¥temp¥poly.shp" - 入力 ESRI Shape ファイルのパスとファイル名

"C:¥temp¥mapping.fme" - セマンティック マッピング ¥ 制御ファイルのパスと名前

LOG_STANDARDOUT - 変換に対するテキスト ログファイルを出力します (Yes または No)。

LOG_FILENAME パラメータとともに指定して、ファイルを作成します。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名

LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。
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ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" --SourceDataset "C:¥temp¥poly.shp" --DestDataset "C:¥temp" --

_EXTENSION shp --_BASENAME filename--_FULLBASENAME filename 

変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名

• SourceDataset "c:¥temp¥poly.shp" - 変換する入力ファイルのパスとファイル名 

• DestDataset "C:¥temp" - 作成される出力のパスとフォルダ名 

• _EXTENSION - 入力ファイル形式の拡張子 (Shape ファイル) 

• _BASENAME - 作成される出力ファイルの名前。LAYERBASENAME と同じでもかまいません。

• _FULLBASENAME - LAYERBASENAME と同じでもかまいません。

MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT - オプション パラメータ (省略可能)。出力される 

.TAB¥.MIF¥.MID ファイルに適用する CoordSys 句。ユニバーサル トランスレータは、異なる座標

系/投影法に変換されたデータを再投影することはしません。出力 TAB¥MIF ファイルは、デフォル

トで、Shape ファイルの *.prj ファイル (同じディレクトリに存在する場合) に指定された投影法を

使用します。CoordSys 句が引き渡されず、.SHP ファイルの *.prj ファイルが存在しない場合は、一

般座標系 (メートル) を使用します。

SDTS 形式のデータのインポート 

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe Generate SDTS MAPINFO "C:¥Temp¥TR01CATD.DDF" "C:¥Temp¥mapping.fme" 

LOG_STANDARDOUT YES LOG_FILENAME "C:¥Temp¥mutlog.txt" LOG_APPEND "NO" 

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

Generate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド

SHAPE - 入力形式を Spatial Data Transfer Standard (SDTS) に設定します。

MAPINFO - 出力形式を MapInfo .TAB に設定します。出力形式が .MIF¥.MID である場合は、".MIF"

を指定してください。

"C:¥temp¥TR01CATD.DDF" - 変換する SDTS アーカイブのパスとファイル名 (****CATD.DDF)

"C:¥temp¥mapping.fme" - セマンティック マッピング ¥ 制御ファイルのパスと名前

LOG_STANDARDOUT - 変換に対するテキスト ログファイルを出力します (Yes または No)。

LOG_FILENAME パラメータとともに指定して、ファイルを作成します。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名

LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。
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ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" --SourceDataset "C:¥Temp¥TR01CATD.DDF" --DestDataset "C:¥Temp"

変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名

• SourceDataset "C:¥Temp¥TR01CATD.DDF" - 変換する SDTS アーカイブからの入力ファイルのパ

スとファイル名 

• DestDataset "C:¥temp" - 作成される出力のパスとフォルダ名

**MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT が指定されていない場合は、入力 SDTS ファイルから直接

CoordSys を読み込みます。

VPF 形式のデータのインポート 

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe Generate VPF MAPINFO "C:¥input¥NAV" "C:¥Temp¥mapping.fme" LOG_STANDARDOUT 

YES LOG_FILENAME "C:¥Temp¥Mutlog.txt" LOG_APPEND "NO" +ID "BUOYBCNP" 

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

Generate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド

VPF - 入力形式を Vector Product Format (VPF) に設定します。

MAPINFO - 出力形式を MapInfo .TAB に設定します。出力形式が .MIF¥.MID である場合は、".MIF"

を指定してください。

"C:¥input¥NAV" - 変換する VPF アーカイブのパスとフォルダ

"C:¥temp¥mapping.fme" - セマンティック マッピング ¥ 制御ファイルのパスと名前

LOG_STANDARDOUT - 変換に対するテキスト ログファイルを出力します (Yes または No)。

LOG_FILENAME パラメータとともに指定して、ファイルを作成します。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名

LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。

+ID "BUOYBCNP" - 変換する VPF アーカイブのレイヤ名 (ID)

ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" --SourceDataset "C:¥input¥NAV" --DestDataset "C:¥output" 

MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT "CoordSys Earth Projection 1, 104"
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変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名

• SourceDataset "C:¥input¥NAV" - 変換する VPF アーカイブのパスとフォルダ名 

• DestDataset "C:¥output" - 作成される出力のパスとフォルダ名 

MAPINFO_COORDSYS_STATEMENT - オプション パラメータ (省略可能)。出力される 

.TAB¥.MIF¥.MID ファイルに適用する CoordSys 句。ユニバーサル トランスレータは、異なる座標

系/投影法に変換されたデータを再投影することはしません。引き渡された CoordSys 句を、出力す

る .TAB¥.MIF ファイルに適用します。したがって指定された CoordSys が、変換するデータに適し

たものであることを確認してください。CoordSys 句が引き渡されなかった場合は、出力 .TAB¥.MIF

ファイルは、デフォルトで一般座標系 (メートル) を使用します。

メモ VPF データは通常、緯度/経度 (WGS84) で作成されます。

コマンド ラインを用いたデータのエクスポート

このセクションでは、MapInfo Professional から他のデータ形式に、データをエクスポートする方法

について説明します。

DWG または DXF 形式へのデータのエクスポート

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe CFGenerate MAPINFO DWG "D:¥MapInfo¥Regions.tab" "C:¥temp¥mapping.fme" 

LOG_STANDARDOUT YES LOG_FILENAME "C:¥temp¥mutlog.txt" LOG_APPEND "NO" --Dest_ATTR 

"autocad_attributes" --Dest_ATTRKIND "extended_entity_data" --Dest_REL "Release2000" 

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

CFGenerate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド

MAPINFO - 入力形式が MapInfo .TAB であることを示します。入力ファイルの拡張子が .MIF¥.MID

である場合は、".MIF" を指定してください。

DWG - 出力形式が AutoCAD DWG フォーマットであることを示します。AutoCAD DXF フォーマッ

トでの出力が必要な場合は、"DXF" を指定してください。

"D:¥MapInfo¥Regions.tab" - 入力 MapInfo .TAB または .MIF¥.MID ファイルのパスとファイル名

"C:¥Temp¥mapping.fme" - セマンティック制御ファイルのパスとファイル名。任意の接頭辞を付け

ることができます。

LOG_STANDARDOUT - 変換中にテキスト ログ ファイルを作成します (Yes または No)。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名
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LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。

• Dest_ATTR "autocad_attributes" - 出力ファイルに AutoCAD 属性を作成します。

• Dest_ATTRKIND "extended_entity_data" - AutoCAD ファイルに拡張エンティティを作成します。

• Dest_REL "Release2000" - 作成される AutoCAD ファイルのリリース バージョン

メモ Dest_REL パラメータとしては、Release11、Release12、Release13、Release14、Release2000、

Release2004 のいずれかを指定できます。

*** AutoCAD Release 2002 形式は、Release 2000 と同一で、AutoCAD Release 2005 および 2006 は、

Release 2004 と同一です。

ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" SourceDataset "D:¥MapInfo¥Regions.tab" --DestDataset 

"C:¥temp¥output.dwg" --_ATTRKIND extended_entity_data --_REL Release2000 --_EXTENSION TAB --

_BASENAME Regions --_FULLBASENAME Regions 

変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名

• SourceDataset "D:¥MapInfo¥Regions.tab" - 変換する MapInfo .TAB ファイルのパスとファイル名

• DestDataset "C:¥temp¥output.dwg" - 作成される出力 AutoCAD ファイルのパスとフォルダ名 

• _ATTRKIND extended_entity_data - AutoCAD ファイルに拡張エンティティを作成します。

• _REL Release2000 - リリース 2000 の AutoCAD ファイルを作成します。有効なリリース バージョ

ンについては、上記の注意を参照してください。

• _EXTENSION TAB - 入力形式の拡張子 (TAB または .MIF のみ指定可能) 

• _BASENAME - 作成される出力ファイルの名前。入力ファイル名と同じでもかまいません。

• _FULLBASENAME - 入力ファイル名と同じでもかまいません。

*** CoordSys は、.TAB または .MIF ファイルから直接読み込まれるため、MapInfo CoordSys は必要

ありません。

E00 形式へのデータのエクスポート 

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe CFGenerate MAPINFO E00 "D:¥MapInfo¥Regions.tab" "C:¥Temp¥Mapping.fme" 

LOG_STANDARDOUT YES LOG_FILENAME "C:¥Temp¥mutlog.txt" LOG_APPEND "NO" --

Dest_PRECISION "Double" --Dest_COMPRESSION "NONE" 

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

CFGenerate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド
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MAPINFO - 入力形式が MapInfo .TAB であることを示します。入力ファイルの拡張子が .MIF¥.MID

である場合は、".MIF" を指定してください。

E00 - 出力形式が ArcInfo Export 形式であることを示します。

"D:¥MapInfo¥Regions.tab" - 入力 MapInfo .TAB または .MIF¥.MID ファイルのパスとファイル名

"C:¥Temp¥mapping.fme" - セマンティック制御ファイルのパスとファイル名。任意の接頭辞を付け

ることができます。

LOG_STANDARDOUT - 変換中にテキスト ログ ファイルを作成します (Yes または No)。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名 

LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。

Dest_PRECISION - 生成される .E00 ファイルの精度。"Single" または "Double" を指定することがで

きます。デフォルトは "Double" です。

Dest_COMPRESSION - .E00 ファイルの圧縮。"FULL"、"PARTIAL"、"NONE" のいずれかを指定で

きます。デフォルトは "NONE" です。

ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" --SourceDataset "D:¥MapInfo¥Regions.tab" --DestDataset 

"C:¥Temp¥output" --_PRECISION Double --_COMPRESSION NONE --_EXTENSION TAB --

_BASENAME Regions --_FULLBASENAME Regions

変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前

"C:¥TEMP¥MAPPING.FME" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイ

ル名

SourceDataset "D:¥MapInfo¥Regions.tab" - 変換する MapInfo .TAB ファイルのパスとファイル名

DestDataset "C:¥Temp¥output" - 作成される出力 .E00 ファイルのパスとフォルダ名 

• _PRECISION - エクスポート ファイルの内部精度。"Single" または "Double" を指定することが

できます。デフォルトは "Double" です。

• _COMPRESSION - 作成される .E00 ファイルの圧縮率。"FULL"、"PARTIAL"、"NONE" のいず

れかを指定できます。デフォルトは "NONE" です。

• _EXTENSION - 入力ファイルの拡張子を、MapInfo .TAB に設定します。入力ファイルの拡張子

が .MIF¥.MID である場合は、".MIF"を指定してください。

• _BASENAME - 作成される出力ファイルの名前。入力ファイル名と同じでもかまいません。

• _FULLBASENAME - 入力ファイル名と同じでもかまいません。

*** CoordSys は、.TAB または .MIF ファイルから直接読み込まれるため、MapInfo CoordSys は必要

ありません。
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Shape ファイル形式へのデータのエクスポート 

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe CFGenerate MAPINFO SHAPE "D:¥MapInfo¥Regions.tab" "C:¥Temp¥Mapping.fme" 

LOG_STANDARDOUT YES LOG_FILEN

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

CFGenerate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド

MAPINFO - 入力形式が MapInfo .TAB であることを示します。入力形式が .MIF¥.MID である場合

は、".MIF" を指定してください。

SHAPE - 出力形式が ESRI Shape ファイル形式であることを示します。

"D:¥MapInfo¥Regions.tab" - 入力 MapInfo .TAB または .MIF¥.MID ファイルのパスとファイル名

"C:¥Temp¥mapping.fme" - セマンティック制御ファイルのパスとファイル名。任意の接頭辞を付け

ることができます。

LOG_STANDARDOUT - 変換中にテキスト ログ ファイルを作成します (Yes または No)。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名 

LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。

ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" --HOMOGENOUS_GEOMETRY yes --_SHAPE_FILE_TYPE 2d --

SourceDataset "D:¥MapInfo¥Regions.tab" --DestDataset "C:¥Temp¥output" --_EXTENSION TAB --

_BASENAME Regions --_FULLBASENAME Regions 

変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名

HOMOGENOUS_GEOMETRY - 同種ジオメトリ設定を Yes にします。これがデフォルトとなります

(Yes または No を指定することができます)。MapInfo .TAB¥.MIF ファイルには、複数のオブジェク

ト タイプを混在させることができますが、Shape ファイルには混在させることはできません。この

オプションを Yes に設定すると、.TAB ファイル内に存在する、サポートされている各オブジェク

ト タイプに対し、それを含む Shape ファイルがそれぞれ別個に作成されます。

_SHAPE_FILE_TYPE - Shape ファイル タイプを 2D に設定します。これがデフォルトとなります。

この他に、"2dm" (2 Dimensional with measures) または "3dm" (3 Dimensional with measures) を指定す

ることができます。

SourceDataset "D:¥MapInfo¥Regions.tab" - 変換する MapInfo .TAB ファイルのパスとファイル名

DestDataset "C:¥Temp¥output" - 作成される出力 .E00 ファイルのパスとフォルダ名 
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• _EXTENSION - 入力ファイルの拡張子を、MapInfo .TAB に設定します。入力ファイル形式が 

.MIF¥.MID である場合は、".MIF" を指定してください。

• _BASENAME - 作成される出力ファイルの名前。入力ファイル名と同じでもかまいません。

• _FULLBASENAME - 入力ファイル名と同じでもかまいません。

*** 座標系は、.TAB または .MIF ファイルから直接読み込まれるため、MapInfo CoordSys は必要あ

りません。

DGN 形式へのデータのエクスポート 

ステップ 1) マッピング ファイルを作成します。

Imut.exe CFGenerate MAPINFO IGDS "D:¥MapInfo¥cy.tab" "C:¥Temp¥mapping.fme" 

LOG_STANDARDOUT YES LOG_STANDARDOUT YES LOG_FILENAME "C:¥Temp¥mutlog.txt" 

LOG_APPEND "NO" --Dest_TYPE3 "yes" --Dest_OUT_UNITS "IGDS_MASTER_UNITS" --Dest_SEED 

"C:¥Program Files¥MapInfo¥Professional¥Ut¥design¥seed2d_m_v8.dgn" 

マッピング ファイルのパラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータのアプリケーション名。DOS プロンプトから起動

されていると想定して動作するため、このファイルへのパスを設定する必要があります。

CFGenerate - セマンティック制御ファイルを作成するコマンド

MAPINFO - 入力形式が MapInfo .TAB であることを示します。入力形式が .MIF¥.MID である場合

は、".MIF" を指定してください。

IGDS - 出力形式が MicroStation Design (DGN) ファイル形式であることを示します。

"D:¥MapInfo¥Regions.tab" - 入力 MapInfo .TAB または .MIF¥.MID ファイルのパスとファイル名

"C:¥Temp¥mapping.fme" - セマンティック制御ファイルのパスとファイル名。任意の接頭辞を付け

ることができます。

LOG_STANDARDOUT - 変換中にテキスト ログ ファイルを作成します (Yes または No)。

LOG_FILENAME - 作成するログファイルのパスとファイル名 

LOG_APPEND - 後続の変換におけるログファイル結果を追加します (Yes または No)。デフォルト

は No です。

• Dest_TYPE3 - 2 ポイント ラインに対し、タイプ 3 の要素を作成することを許可します (Yes また

は No)。デフォルトは Yes です。

• Dest_OUT_UNITS - ユニバーサル トランスレータが、Design ファイルに出力された座標を処理す

る方法を指定します。

有効な値は、以下の通りです。

• IGDS_MASTER_UNITS - 座標の単位は、Master として処理されます。これがデフォルトとなり

ます。

• IGDS_SUB_UNITS - 座標の単位は、Sub として処理されます。

• IGDS_UORS - 座標の単位は、UOR として処理されます。
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第 1 章: MapInfo ユニバーサル トランスレータ ユーザーズ ガイド
• Dest_SEED - ユニバーサル トランスレータが使用するシード ファイルのパスとファイル名

メモ MapInfo ユニバーサル トランスレータは、デフォルトでシード ファイル seed2d_m_v8.dgn を

使用して、MicroStation バージョン 8 の DGN ファイルを出力します。MicroStation バージョ

ン 7 の DGN ファイルが必要な場合は、"seed2d_m.dgn" を使用するようにシード ファイルを

設定します。他のシード ファイルを用いて出力を作成する場合は、SAFE が提供する ¥design

フォルダを検索してください。ただし、Pitney Bowes Business Insight ではそれらのファイル

のテストを実施しておりませんので、出力結果は不明であり、サポートされません。それらの

ファイルの使用によって生じた問題については、SAFE にお問い合わせください。

MapInfo ユニバーサル トランスレータでは、以下の MicroStation Seed ファイルが ¥UT¥design フォ

ルダの下に同梱されています。

• bcutm3d.dgn

• bcutm2d.dgn

• seed2d_ft.dgn

• seed2d_ft_v8.dgn

• seed2d_m_v8.dgn

• seed2d_m.dgn

• seed3d_ft.dgn

• seed3d_ft_v8.dgn

• seed3d_m.dgn

• seed3d_m_v8.dgn

• seed_ll.dgn.

ステップ 2) マッピング ファイルを実行して、変換を行います。

Imut.exe "C:¥Temp¥mapping.fme" - SourceDataset "D:¥MapInfo¥Regions.tab" - DestDataset 

"C:¥Temp¥output.dgn" --_TYPE3 YES 

• _OUT_UNITS IGDS_MASTER_UNITS - _SEED "C:¥Program 

Files¥MapInfo¥Professional¥Ut¥design¥seed2d_m_v8.dgn"

• _EXTENSION .TAB - _BASENAME Regions --_FULLBASENAME Regions 

変換パラメータについて

Imut.exe - MapInfo ユニバーサル トランスレータの実行形式ファイルの名前 

"C:¥Temp¥mapping.fme" - ステップ 1 で作成されたセマンティック制御ファイルのパスとファイル名 

SourceDataset "D:¥MapInfo¥Regions.tab" - 変換する MapInfo .TAB ファイルのパスとファイル名

DestDataset "C:¥Temp¥output.dgn" - 作成される出力 DGN ファイルのパスとファイル名 

• _TYPE3 - 2 ポイント ラインに対し、タイプ 3 の要素を作成することを許可します (Yes または

No)。デフォルトは Yes です。

• _OUT_UNITS - ユニバーサル トランスレータが、出力 DGN ファイルの単位を処理する方法を

指定します。デフォルトは IGDS_MASTER_UNITS です。ステップ 1 の Dest_OUT_UNITS パラ

メータを参照してください。

• _SEED - ユニバーサル トランスレータが使用するシード ファイルのパスとファイル名 Dest_SEED

パラメータについては、ステップ 1 の注意を参照してください。

• _EXTENSION - 入力ファイルの拡張子を、MapInfo .TAB に設定します。入力ファイルの拡張子

が .MIF¥.MID である場合は、".MIF" を指定してください。
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コマンド ラインを用いたデータのエクスポート
• _BASENAME - 作成される出力ファイルの名前。入力ファイル名と同じでもかまいません。

• _FULLBASENAME - 入力ファイル名と同じでもかまいません。

*** 座標系は、.TAB または .MIF ファイルから直接読み込まれるため、MapInfo CoordSys は必要あ

りません。
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